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Abstract
Children’s cafeterias in Japan often function as a community platform for children to share problems.　
Nagasaki International University（NIU）started its children’s cafeteria project in ２０１５ and related activities 
are carried out mainly by the Department of Social Work and the Regional Collaboration Office.　Operating 
a children’s cafeteria at a university has educational significance, in the sense that it provides opportunities 
for student growth through engagement in community issues.
This study is a report and discussion of student-led efforts with regard to the NIU Children’s Cafeteria 
in ２０１８.　The results show that students participated in volunteer activities related to the children’s cafeteria 
based on internal motivation and spontaneous student agency was observed.　To support this mechanism, study 
circles were organized and became a factor to facilitate the formation of meaning and expertise associated 
with the activities.　Also, the children’s cafeteria project has potential as a medium to educate about inter-
professional work.
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要　旨
子ども食堂は、地域で子どもたちの問題を共有する居場所としての意味合いが強い。長崎国際大学においても、
２０１５年から子ども食堂の活動がスタートし、社会福祉学科と地域連携室を中心に活動を進めてきた。大学で子ど
も食堂を運営していくことは、学生が地域の課題に取り組むことで本人の成長の機会になる教育的な意味がある。
そこで本研究では、２０１８年度の長崎国際大学子ども食堂の学生主体の取り組みを報告し、考察を行った。その
結果、学生は、子ども食堂ボランティア活動に対して内的動機を持って参加しており、自発的な動きがみられた。
また、学生の活動を後押しするものとしては、勉強会があり、活動の意味や専門性を引き出した。さらに、長崎
国際大学子ども食堂の活動は、多職種連携教育の場としての可能性が示唆された。
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研究ノート 
Ⅰ．は じ め に
　２０１２年の厚生労働省の国民生活基礎調査によると、
子どもの６人に１人が相対的貧困の状況であり、大
人が１人の世帯における子どもの相対的貧困率は、
５４.６％を超えていることが明らかとなった（厚生労
働省［２０１２］）。このような子どもの貧困問題の中で
も、見えない貧困に関する議論がなされ、２０１４年の
子どもの貧困対策に関する大網では、「子どもの貧
困に対する生活支援では、貧困の状況が社会的孤立
を深刻化させることのないよう配慮して対策を推進
する」ことを明記しており、施策の推進体制として、
地域を基盤とした支援ネットワークについて強調し
ている（内閣府［２０１４］）。
　子ども食堂は、その１つの対策として、全国的に
広がり、その数も全国に２,２８６か所を超えている（朝
日新聞［２０１８］）。子ども食堂の目的、意義、対象に
ついては、運営母体によって様々であり、明確な定
義は存在しないが、子どもの日々の栄養状態を改善
するよりも、地域で子どもたちの問題を共有する居
場所としての意味合いが強いと言われている（佐藤
ら［２０１８］）。しかし、長崎県においては、７　 ヶ所に
留まっており、長崎県の子どもの貧困率に比べて少
ない状況である（朝日新聞［２０１８］）。
　長崎国際大学では、２０１５年から子ども食堂の活動
がスタートし、社会福祉学科と地域連携室を中心に
活動を進めてきた。長崎国際大学の理事長である安
部（西日本新聞［２０１６］）は、長崎国際大学の子ど
も食堂の創設当初、子ども食堂のあり方について、
「経済的にも地域的にも格差社会が叫ばれるなか、
今こそ福祉教育は重要なテーマ。弱者に対する視点
を持ってもらう意味で子ども食堂の運営に学生が携
わる意味は大きい」ことを明確にしている。
　大学で子ども食堂を運営していく意義は、大きく
２つである。１　 つは、地域の子どもの問題を共有す
る地域貢献としての意味と、もう１つは、学生が地
域の課題に取り組むことで本人の成長の機会になる
教育的な意味である。高等教育機関では、アクティ
ブラーニングやプロジェクト型学習などの能動的学
習の重要性が強調されており（浜野ら［２０１６］）、地
域の課題を大学生が中心となり解決していく子ども
食堂は、能動的学習の場として有効である。
　先行研究においては、地域の子ども食堂の本来の
意義や運営方法、実践については多数報告されてい
るものの（佐藤ら［２０１８］；NPO 法人 豊島子ども 
WAKUWAKU ネットワーク［２０１６］；濱田［２０１７］）、
大学において行うもの、特に、大学生の活動につい
て検討した文献は、松岡（松岡［２０１７］；［２０１８］）
が紹介した北海道名寄市の事例報告を通した大学生
の動きがみられるが極めて少ない。大学生主体の子
ども食堂に関するエビデンスの構築は、大学におけ
る子ども食堂の在り方や今後の方向性の検討におい
て不可欠である。
　そこで、本研究では、２０１８年度の長崎国際大学子
ども食堂の学生主体の取り組みの内容を報告し、考
察を行い、大学生主体の子ども食堂の今後の展開に
ついて検討する。
Ⅱ．研究の方法
　本研究では、子ども食堂に関連する先行文献を精
査し、２０１８年に行った子ども食堂の活動記録をデー
タ化した。また、参与観察を通して、分析と考察を
行った。
Ⅲ．倫理的配慮
　本研究は、活動記録のデータに基づいて作成して
おり、匿名性とプライバシーの保護を遵守し、実名
を明記しないこと、研究の趣旨、研究目的以外で研
究内容を利用しないことを倫理的配慮として行った。
また、写真撮影に関して口頭で伝え、拒否している
場合には、撮影を避けることにした。参考資料とし
て使用する写真は、できるだけ顔が見えないものを
選出しているが、顔が映っている場合は本人の同意
を得た。
Ⅳ．活 動 結 果
１．２０１８年の子ども食堂の目的と活動内容（全体像）
１）２０１８年の子ども食堂の目的
　近年、子どもの貧困が続いており、その１つの対
策として子ども食堂が全国的に広がっている。子ど
も食堂の意義と対象について、多様な議論がされて
いるが、原点となる子どもの「居場所づくり」と
「食事提供」は共通した認識である。このため、長
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崎国際大学においても２０１８年に実施する子ども食堂
は、地域の子どもへの「居場所づくり」と「食事提
供」を主な事業の目的とした。
　参加対象の子どもは、地域の子ども・保護者であ
り、その中で貧困家庭が参加できるようにした。大
学生に対する活動のねらいは、大学生が主体となる
ことで、学生のボランティア精神、企画力、グルー
プワーク力、リーダーシップなどの成長につなげて
いくことである。特に今年度は、学生主体のボラン
ティア活動ができることを着眼点として活動を行っ
た。
２）学生ボランティア募集活動
　２０１７年度まで子ども食堂に関わった学生が、卒業
や国家試験の準備で活動を継続的に行うことが困難
であったため、新たにボランティア学生を募集し、
学生の組織を形成する必要があった。ボランティア
学生の募集活動は、表１のように、４　 月から準備を
行い、５月からスタートした。当初、子ども食堂は、
社会福祉学科の学生を中心として行った活動であっ
たが、今年度からは、全学を対象に募集活動を行っ
た。子ども食堂に参加した経験があるＡ学生、Ｂ学
生、Ｃ学生、Ｄ学生、Ｅ学生の５人の学生がリーダー
として、ボランティア学生募集の段階から活動を行っ
た。
　学生ボランティア募集は、表１のように計画して
行った。特に、manaba での全学科の学生に周知を
し、昼休みを利用し、大学の広場にて説明ブースを
設置し、子ども食堂の学生活動の内容を説明した
（資料１）。また、留学生への呼びかけも積極的に
表１　学生ボランティア募集の日程と方法
方　　法日　時内　　容
地域連携室から大学へ依頼し、掲示５月２日１．ｍanaba 活用
「相談援助の基盤と専門職の講義」の前に１０分間説明５月１日２．社会福祉学科１年生への説明
・売店前の広場に、ブースを設置
・チラシを配る
・パネルを作成し、設置する
・必要に応じて、説明する
（＊雨の場合：研究棟１階にブースを設置）
５月１０日
昼休み３．説明ブース設置（資料１）
ゼミ担当教員にチラシを渡し、配ってもらう５月２週目４．社会福祉学科２年生への声掛け
国際交流センターを通して、関心がある学生を募集する５月１日～５．留学生への声掛け
ボランティア学生の SNS を通してお知らせする必要に応じて行う
６．ボランティア活動に興味がある
　　学生への声掛け
学生課に承認を得て、学校の掲示板を利用する
・図書館、研究棟１階、売店前、教員の研究室５月１日～７．掲示板の利用
資料１　ボランティア学生募集
行った。
　募集活動は約２週間にわたって行った。その結果、
最初の学生会議に参加者が、観光学科１３名、社会福
祉学科３０名、健康栄養学科１５名、薬学科７名の合計
６５名であった。そのうち、留学生の数は９名であっ
た。
予測した人数より多くの学生が希望したため、当日
関わる学生とメンバーについては、学生会議で調整
を行った。
３）ランチョンセミナー（勉強会）
　子ども食堂の準備にあたり、より専門性の高い子
ども食堂が開催できるように、事前準備において、
ランチョンセミナー（勉強会）を導入した。子ども
食堂の当日や子どもとの接し方など、子ども食堂に
必要と思われる知識や注意点について勉強会を行っ
た（表２）。当日の子ども食堂に参加する学生は、
できるだけランチョンセミナーに参加するように呼
び掛けた。なお、各ランチョンセミナーに、約２５名
から３０名の学生が参加した。
４）学生会議と役割分担
　学生自身の特技や関心分野を検討し、部署分けを
行い、長崎国際大学の子ども食堂の学生部会を組織
した。また、各部署の役割を表３のように明確にし
た。
　当初、広告部、食事・衛生部、プログラム運営・
制作部の３つの部署に分けて活動を行ったが、第１
回が終わってから、役割の検討を行い、総務（広告）
部、食事・衛生部、プログラム運営・制作部に見直
した。なお、第３回の子ども食堂では、学生が直接
調理を行うため、食事部と衛生部を分けて役割分担
を行った。
　各部署のリーダー学生の会議は、各部署のリーダー
を中心に、４　 月中旬から７月上旬まで、毎週金曜日
の昼休みに行った。そこで、各部署の進行報告およ
び当日の全体的な確認を行った。
　学生の疑問点と戸惑いを解決するために、担当教
員が随時相談できるよう体制を作った。第１回から
第３回の子ども食堂の各テーマは、全体の学生会議
で決定した。
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表２　ランチョンセミナーの日程と内容
講　　師場　所日にち内　　容
佐世保子ども食堂ネットワーク
会長　数山有里１１０２教室５月２５日佐世保市の子ども食堂
長崎国際大学　社会福祉学科
助教　細野広美１１０２教室６月１３日子どもの発達・関わりの方等
長崎国際大学　社会福祉学科
講師　石橋亜矢１１０２教室６月２６日マナー、衛生、安全、緊急対応
児童養護施設若竹の家
指導員　永吉史典１１０２教室１１月１日
児童養護施設の子どもの特徴
および関わり方
資料２　ランチョンセミナー（勉強会）
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２．子ども食堂の開催と準備
１）第１回の子ども食堂
　概要
①日時：７月２３日１６時（企画当初は、７　 月７日
１０時～１５時を予定したが、大雨により、避難勧告
が出されたため、延期となる。）
②テーマ：七夕祭り（短冊づくり、サンドイッチ作
り）
③場所：食堂
④食材提供：ホテルローレライ（サンドイッチ）、
協和フードバンク（デザート）
⑤参加者：地域の子どもおよび保護者（先着３５名）
⑥申し込み方法：メール（niukodomo@yahoo.co.jp）
　開催の事前準備
　部署ごとで事前準備を行った。全体の進行程度を
報告するために、２週間に１回、学生の全体会議を
行った。
①各部署の準備
　広告部は、学生募集および子ども食堂の案内作り
（ポスター、チラシなど）を行い、地域にチラシを
配布した（スーパー、公民館など）。また、参加者
のメールにて申し込みを受けた。プログラム・制作
部は、５　 月上旬から毎週水曜日の放課後に集まり、
天の川作り、ゲーム作り、星座作りなど当日に必要
な飾り物やプログラムを準備した。食事・衛生部は、
毎週１回以上集まり、食事提供先への挨拶、当日使
用の食堂のレイアウト作成、手洗い講座の準備、食
物のアレルギーの有無、衛生面の管理及び備品の準
備を行った。総務（広告）部は、事前学習の日程調
整、当日の名簿作成、写真作成を行った。
②大雨による延期の対策
　７月７日に予定した子ども食堂は、大雨による
避難勧告が出されたため、一旦中止となった。学生
は、すべて帰宅するよう指示があったため、中止に
伴う対策について、地域連携室長、社会福祉学科長、
子ども食堂委員長が会議を行い、表４のように、速
やかに対応した。
　延期となった７月２３日は、授業日であったため、
予定した段取りが崩れたが、学生間で時間割を共有
し、新たな役割分担を行った。また、介護クラス２・
３年生の応援があった。学生によっては、子ども食
堂には参加できないが、授業時間に合わせて事前準
表３　各部署の役割
プログラム運営・制作部食事・衛生部総務部（広告）
・プログラム運営
・アイディア創出
・準備状況確認
・当日必要な作品制作
・提供先への挨拶
・食事調整
・当日の食事に関する全般的な進行
・食堂のレイアウト
・全体的な連絡
　（会議日程、連絡事項など）
・会議の議事録
・お礼状作成
・報告書の作成
・広告の活動
　（チラシ・ポスター作り）
・写真撮影
・教育準備（講義依頼等）
役　
　
割
表４　緊急時の対策
担　当内　容
地域連携室①学校ホームページ掲示
社会福祉学科・地域連携室②学生へのアナウンス
社会福祉学科：メールと電話対応③参加者への連絡
社会福祉学科・地域連携室④食事提供先への連絡
社会福祉学科⑤教員への周知
社会福祉学科・地域連携室⑥次の対応について
備や片づけを手伝った者もいた。
　当日の参加者とプログラム
　（７月７日のプログラムを短縮して表５の通り
実施した。）
　子ども食堂の参加者は、子ども２０名、保護者１０名、
ボランティア参加３０名、教職員が１０名、計７０名であっ
た。そのうち、子ども８名＋保護者３名は、時間を
誤って来学したため、１１時から１３時まで、学生食堂
にてカレーを提供したのち、１時間短冊づくりをし
て対応した。
２）第２回の子ども食堂
　概要
①日時：１１月１８日１１時～１５時
②テーマ：地域の「児童養護施設Ａ」の子どもが参
加し、大学生とふれ合いながら、多様なことを経
験することによって、子どもの居場所を作る。
③場所：食堂、２１０１教室、グラウンド
④食材提供：ホテルローレライ（サンドイッチ）、
協和フードバンク（デザート）
⑥参加者・募集：児童養護施設Ａに委任した。 
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表５　第１回の子ども食堂の流れ
その他場　所内　容時　間
フルーツポンチ事前準備、道具準備等（食事衛生部のみ）家政実習室事前準備昼休み
１３：３０から食堂のテーブル配置食　堂オリエンテーション机配置
３限
（１３：００～１４：４０）
食材と荷物の搬入食　堂食堂内の飾りつけ食事の準備
４限
（１４：４０～１６：００）
受付が終わり次第、短冊作りに子供たちを誘導食　堂受付（短冊づくり）１６：００～１６：２０
司会進行（学生２名）
※挨拶（学科長）食　堂
オープニング
（挨拶、今日の予定）１６：２０～１６：３０
マスク、手袋の配布食　堂手洗い講座１６：３０～１６：５０
司会進行（学生、学生）
提供先の挨拶など食　堂サンドイッチ作り＆食事１６：５０～１７：５０
司会進行（学生）
写真撮影が終わった後に出口付近にてお土産渡し食　堂
エンディング
（写真撮影＆お菓子配り）１７：５０～１８：００
全員で対応食　堂片付け１８：００～１９：３０
資料３　第１回の子ども食堂の当日
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　開催の事前準備
　部署ごとで事前準備を行った。全体の進行程度を
報告するために、２　 週間に１回、参加学生の全体会
議を行った。
①各部署の準備
　プログラム・制作部は、資料４のように、１　 人１
人の子どもたちへ招待状を送った。また、運動場で
遊ぶことが苦手な子どものために、室内でできる
ボーリングとボールプールのおもちゃなどを準備し
た。食事・衛生部は、食事提供先への挨拶、当日使
用の食堂のレイアウト作成、手洗い講座の準備、食
物のアレルギーの有無の確認、衛生面の管理及び備
品準備を行った。総務（広告）部は、学生募集およ
び子ども食堂の案内作り（ポスター、チラシなど）
を担当した。
　当日の参加者とプログラム
　第２回目の参加者は、子ども１６名、児童養護施設
の職員が４名、ボランティア学生１８名、教職員５名、
計４３名が参加した（表６、資５）。 
表６　第２回の子ども食堂の流れ
担　当（その他）場　所内　　容時　間
２１０１教室全体的なオリエンテーション１０：００～１０：１５
食事衛生部、プログラム運営部２１０１教室
準備
・フルーツポンチ、テーブル準備
・プログラム準備：掃除、飾り
１０：１５～１０：５０
食事衛生部２１０１教室食材到着１０：５０
総務（広告部）２１０１教室受付席の案内（名札づくり）１０：５０～１１：００
プログラム運営部２１０１教室オープニング１１：００～１１：１５
食事衛生部
（他の学生もゲームに参加）２１０１教室箸の使い方講座（ゲーム形式）１１：１５～１１：３０
２１０１教室手洗い講座＆写真撮影１１：３０～１１：４５
食堂移動後、自分の名前のところに着席
リーダー学生の指示に従う食堂へ移動
①エプロン等着用
②サンドイッチ作りの説明
③グループ順に手洗い
④手を拭いた後、テーブルに着席、手袋
１１：４５～１２：１０
食堂サンドイッチ作り＆食事・リーダーの指示：グループ順１２：１０～１３：１０
食事衛生部食堂片付け（テーブル片付けなど）１３：１０～１３：３０
プログラム運営部
室内の遊び
グラウンド
＆２１０１教室
グラウンド・教室で遊ぼう！
（お土産配り）１３：３０～１４：４０
２１０１教室片付け＆挨拶１５：００
資料４　第２回の児童養護施設の子どもへの招待状
３）第３回の子ども食堂
　概要
①日時：１２月２２日１１時～１４時３０分
②テーマ：栄養学科学生の手作り「クリスマスラン
チ＆タルト作り」
③場所：食堂、２１０１教室
④食材提供：長崎国際大学地域連携室、協和フード
バンク
⑥参加者・募集：第１回の参加者への連絡、地域の
保護者へのパンフレット配布
　開催の事前準備
部署ごとで事前準備を行った。全体の進行程度を報
告するために、１　 週間に１回、参加学生の全体会議
を行った。
①各部署の準備
　プログラム・制作部は、１２月上旬から、クリスマ
スツリー作り、ゲーム作りなど当日に必要な飾り物
やプログラムを準備した。食事部は、クリスマスラ
ンチの献立を作成し、２　 回の調理試作を行った。献
立や栄養・衛生確認など、準備にあたり健康栄養学
科の教員にアドバイスを受けた。また、材料の貸し
出しを行った。直接調理を行う学生は、検便を行い、
衛生面を確保した。衛生部、当日使用の食堂のレイ
アウト作成、手洗い講座の準備、食物のアレルギー
の有無、衛生面の管理及び備品の準備を行った。総
務（広告）部は、当日の名簿作成、参加者への連絡・
案内を行った。
　当日の参加者とプログラム
　３回目の参加者は、子ども１９名、保護者１４名、ボ
ランティア学生２５名、教職員７名、参観（プラット
フォーム提携校の教員、食材提供先の担当者）２名
の計６７名であった（表７、資６と７）。
Ⅴ．考　　　察
１．学生のボランティア活動の参加意欲
　大学で開催される子ども食堂の運営のあり方や目
的については、その回ごとに検討されているが、は
じめにも言及したように、運営において学生が主体
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資料５　第２回の子ども食堂の当日
資料６　第３回の調理試作と当日の調理
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となることが、重要な意味を持つ。NPO 法人豊島
子ども WAKUWAKU ネットワーク（２０１６）は、子
ども食堂のあり方について、子ども食堂に参加して
いるボランティアが楽しくなければ、長続きはしな
いとしており、子ども食堂におけるボランティアの
モチベーションが重要であることを主張している。
２０１８年度の子ども食堂の学生ボランティアの募集に
際して、子ども食堂の安定的な運営のためには、あ
る程度の学生数の確保が必要であるため、学生の強
制参加の枠組みの必要についても議論された。しか
しながら、学生自身にとっても意味のある活動に繋
げていくために、学生の内的動機を向上させていく
ことを子ども食堂の運営の方向性として定めた。ま
た、学生に子ども食堂の存在と活動内容に関する正
表７　第３回の子ども食堂の流れ
その他場　所内　容時　間
健康栄養学科の調理担当学生は、７時～
８時に集合２１０１教室
準備
・２１０１教室設備および掃除９：００～１０：３０
子どもが自分で作って飾れるものを準備
する２１０１教室
受付
・名札
・クリスマスツリーの飾りづくり
１０：３０～１１：００
プログラム部・衛生部２１０１教室
オープニング
・今日の一日の流れの説明
・映像で学ぶ栄養
１１：００～１１：１５
食事・衛生部２１０１教室●クイズ大会（１０問～１５問）（栄養、薬について）１１：１５～１１：３０
衛生部
（他の学生もゲームに参加）２１０１教室手洗い講座１１：３０～１１：４０
衛生部食堂手洗い・移動１１：４０～１１：５５
プログラム部食堂フルーツタルト作り１１：５５～１２：４０
食事部食堂盛り付け及び食事（２１０１設備確認）１２：４０～１３：３０
全員２１０１教室
午後のプログラム
・ボーリング、だるまさん
閉会
・クリスマスお菓子＆カード配り
１３：３０～１４：３０
資料７　第３回の子ども食堂の当日
しい情報を提供する必要があったため、リーダー学
生会議を通して、表１のように、学生募集を行った。
子ども食堂のボランティア参加について、教員から
の声かけは多少あったが、最終的には、全ての学生
が自発的に申し込みを行った。このことは、学生の
主体性が担保される重要な機会となっていた。
　参加者募集に関しては、社会福祉学科の学生だけ
ではなく、全学科から学生が参加しており、約８０名
の学生が子ども食堂のボランティアとして登録して
いる（うち、実際、１　 回以上の活動を行ったのは５０
名程度）。学生の参加動機は、ボランティア活動を
通した子どもとの関わり、社会貢献への関心、また、
全国的にも広がっている子ども食堂そのものへの関
心であった。しかしながら、ボランティア学生が多
いことも、運営の課題の１つであった。子ども食堂
の１回の開催につき、必要なボランティア学生の数
は２０名前後であり、実際に事前準備の段階で、参加
者よりボランティア活動の人数が多かった。意欲的
に参加している学生に均等な機会を与えるために、
今回は参加者の制限を行わなかったが、今後、参加
者とボランティアのバランスについては検討する必
要がある。
２．活動における学生の自発的な動き
　学生の活動において、活動の内容と進行状況から、
以下のような自発的な動きがみられた。
　１つ目は、子ども食堂の活動の１～３回目の学生
会議まで、教員が主体となって会議を運営したが、
その後、学生同士でスケジュール調整を行い、会議
の進行と準備を学生が行った。
　２つ目は、第１回の子ども食堂では、地域の子ど
も向けの開催だったため、参加者募集と広告が必要
であった。しかし、地域の子どもとの繋がりがほと
んどなかったため、学生たちは、アルバイト先、子
どもを見かける場所（スーパー、公民館）などを回
りながら、チラシ配布や説明を行い、子ども食堂を
成功させるために自発的に動き始めた。その結果、
広告活動を行った次の日には、定員３５名を超える申
し込みがあり、関わった学生は喜んでいた。また、
地域のニーズが高いという現状について実感できる
経験となった。
　３つ目は、第１回から第３回のすべての子ども食
堂の進行には、教員が指導する必要もなく、学生が
子どもの誘導、食事に関する手伝い、子どもとの遊
びなどを行った。第１回は、子ども食堂の開催の延
期により、開催が授業日と重なったため、１　 カ月以
上の時間をかけて準備したにも関わらず、当日の参
加ができない学生が多かった。しかし、自ら時間割
の確認や役割分担を行い、子ども食堂が成功できる
ように調整を行った。子ども食堂の進行時間には来
れなかった学生の中では、後片付けや準備に積極的
に参加してくれた学生も多かった。このような学生
の行動は、自分が本番の主役にならなくても、自分
ができることを探し、バックアップしていこうとい
う意識が高いことが伺える。このような動きは、学
生が活動に対して自発的に行動し、主体性を持てる
ようになってきたからこそ、可能であったと評価で
きる。
３．ランチョンセミナー（勉強会）を通した意欲向上
　子ども食堂は、当日のボランティア活動だけでは
実行が難しく、食べ物の提供による衛生面の確認や、
対人援助の知識と記述などが必要である。また、参
加者の特性に応じた関わり方についても習得してお
く必要がある。そのため、毎回の子ども食堂の開催
のテーマに合わせてランチョンセミナー（勉強会）
を導入した。講師は、表２のように、長崎国際大学
の教員と外部講師に依頼した。この勉強会の満足度
については、授業中に学んだ知識の確認、専門性を
持って子ども食堂に携われるようになるために有意
義な時間になったと考えられる。また、学生は、ラ
ンチョンセミナーの内容を、子ども食堂の開催に活
用しており、表５，６
　
 ，７
　
 のように、手洗い講座、
参加子どもの年齢水準に合わせたプログラム、子ど
もへの声掛けを行った。
　このように、活動のテーマと教育内容を合わせて
学習したことによって、学生は、専門性を意識しな
がら活動できたと予測できるため、活動に関する学
生のモチベーションは、一層高まったのではないか
と考える。しかし、今回の勉強会の企画などは、学
生自身が必要とするテーマではなく、教員側で判断
したテーマが多いため、今後は、勉強会の企画にお
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いても学生に任せ、調整を行う必要がある。
４．多職種連携教育の場としての可能性
　２０１８年度からの子ども食堂は、多様な学科の学生
の参加がみられた。特に、第３回の子ども食堂では、
自分の専門性を発揮できるような活動が始まった。
健康栄養学科生を中心とした食事作り、社会福祉学
科生を中心とした子どもとの関わりと全体のマネジ
メント、薬学科生を中心とした薬についてクイズを
作成した。また、学生は、当日の運営がスムーズに
行われるように、役割分担を行いながらも、子ども
食堂がスムーズに行われるように打ち合わせを重ね
た。健康栄養学科の学生は、食事の献立から食事提
供をすべて行ったが、子どもと一緒に行うタルト作
りは、社会福祉学科の学生が中心となっているプロ
グラム運営に依頼した。２０００年代より、大学生の
「多職種連携教育（IPE：Inter Professional Educa- 
tion）」が重要な教育内容の１つとして認識されてお
り（神林「２０１８」）、多様な教育方法の試みが行われ
ている。長崎国際大学子ども食堂の活動は、他分野
の学生が互いの専門性を尊重し、協力し合うことが
でき、自然に多職種連携教育の場になった。
Ⅵ．おわりに（まとめと今後の課題）
　本研究では、２０１８年度の長崎国際大学子ども食堂
の学生主体の取り組みを報告し、考察を行った。２０１８
年の活動結果、学生は子ども食堂ボランティア活動
に対して内的動機を持って参加しており、参加意欲
が高いことが分かった。学生たちは、子ども食堂の
準備における課題に直面しても、他の学生と調整を
行った。自分が本番の主役にならなくても、子ども
食堂を成功させようとする自発的な動きがみられた。
これは、学生が主体性をもって活動に取り組んでい
ることから推察できる。また、学生の活動の後押し
として、勉強会があり、活動の意味や専門性を理解
することによって、学生の主体的な活動を促進する。
これらのプロセスを通して、子ども食堂に参加した
学生は、最終的に、自分の専門性を活かした役割の
発見と実践が可能となり、他分野の学生との連携を
体験できた。子ども食堂を通して、多職種連携の教
育の場としての可能性が導き出されたと言える。
　子ども食堂を学生主体の取り組みとして継続して
いくために、以下のように今後の課題と提言を行う。
１　 つ目は、学生による主体的な取り組みであること
を学生本人が認識できる機会を作ることである。
２０１８年の活動は、積み上げ方式であったため、学生
への振り返りの時間が十分ではなかった。今後、学
生自身が取り組んできたことの評価や経験知として
の位置づけを行う必要がある。
　２つ目は、今年の活動は、大学内で行われており、
間接的に地域社会の課題を共有した。しかし、大学
は、地域からのアクセスが容易ではないため、参加
者が限定されることや毎回、対象者を変えていたた
め、子どもへの継続的な支援には至らなかった。も
ちろん、多様な子どもが大学というところを居場所
として認識した機会になったことは間違いない。今
後、学生が本来の子ども食堂の意味を認識し、地域
課題に関心を持っていくためには、学校以外の地域
に密着した場所で子ども食堂の開催を検討する必要
があり、同じ参加者を継続的にみていくことで、子
どもが何らかの形で出すサインに気づくことができ
る。
　３つ目は、実際活動する学生は、学年が変わるこ
とによって、授業のスケジュール変更がある。その
ため、１年ごとの新たなメンバーの入れ替えが多い。
メンバー構成が変わっていくことは、当然のことで
ありながらも、上位学年が新たなメンバーに子ども
食堂の体制や準備の方法などを伝達していく必要が
ある。
　最後に、本研究の限界を述べておく。本研究では、
活動記録と参与観察を通して、子ども食堂における
学生主体の取り組みの内容と考察を行った。また、
活動の結果と参与観察には、客観性を確保するよう
に注意したが、今後、学生主体の取り組みをより深
く吟味するためには、参加学生本人が認識している
主体的な取り組みについて、参加学生のインタビュー
と測定尺度を用いた量的調査に発展していく必要が
ある。
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